学びのプラン
（単元名）作者を調べて作品を深く味わおう
（教材名）教科書　P204「走れメロス」太宰治

１．単元で育成する資質・能力
	知識及び技能
	思考力・判断力・表現力等
	学びに向かう力、人間性等

	①抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、類義語と対義語、同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすること。
(1)エ
	②表現の工夫とその効果などについて、読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を見いだすこと。
目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり、登場人物の言動の意味などについて考えたりして、内容を解釈すること。
文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすること。
B書くこと(1)オ
C読むこと(1)イオ
	


本単元で取り上げる言語活動
　作者について調べることにより、作品をより深く読み味わうとともに、読み深めた内容を班で共有し伝え合い、より伝わるように書き直す活動。

２．評価規準
	[bookmark: _Hlk138367296]知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	①作者について調べ、様々な作品を読むことにより語彙を豊かにしている。
(1)エ
	②調べた内容を班で共有し、より読み手に伝わるように書き直している。
本文の記述や、作者の生い立ち、執筆当時の歴史などを調べ、わかったことや表現したかったことなどをまとめ、事実と意見を分けながら情報を整理している。
作者の生い立ちなどから分かったことをもとに、作品に書かれていないことまで考えを広げている。
B書くこと (1)オ
C読むこと (1)イオ
	③作者について調べることで本文に書かれている以上のことを読み取り、自分の考えを広げようとしている。

	作者の生い立ちや当時の時代背景を調べたり、作者が書いた他の作品などを読んだりすることで、新しい言葉をたくさん知り、使えるようにしましょう。
	班の中で調べることを分担し、調べた内容を共有することで、「走れメロス」がどのような作品なのか、本文に書かれていることだけではなく、調べることで見えてくることも踏まえ書いてみましょう。また、まとめた内容を読み合い、より伝わりやすくする表現を考えて修正してみましょう。
作者の生い立ちや時代背景などを調べ、事実と、そこから考えた自分の意見を明確に分けながら情報をまとめましょう。
調べた内容や共有した内容をふまえて、作品を読む前と読んだ後、作者を調べる前と調べた後で広がった自分の考えをまとめてみましょう。
	



３．学習のプロセス
	次
	時
	授業の中で身に付けたい力
評価の方法
	学習内容

	第一次
	１
・
２
・
３
	【身に付けたい力】
1 作者について項目ごとに調べ、複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり、事実と意見を分けたりしながらまとめる力。
【評価の方法】
○ワークシートの記述を確認することを通して評価する。
	１　単元の学習内容を共有する。
２　ワークシートを確認する。
３　場面ごとに「走れメロス」の範読を聞く。
４　本文から分かることを紙のワークシートにまとめて共有する。
５　ワークシート例をもとに、太宰治の他の作品や作者の生い立ちなど、何を調べるか方向性を定める。
６　「第一次振り返り」を記入する。

	《振り返り》※「走れメロス」を読むとともに、作者について調べることで気づいたこと・考えたことなど
・

	第二次
	４
・
５
・
６
・
７
	【身に付けたい力】
2 文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりする力。
【評価の方法】
○ワークシートの記述を確認することを通して評価する。
	１　前時の復習をする。
２　ワークシート例をもとに、本文の内容や他の作品から読み取れたこと、作者の生い立ちなどをまとめる。
３　調べた内容をグループで共有する。
４　共有した内容をもとに、ワークシートを仕上げる。
５　「第二次振り返り」を記入する。

	《振り返り》※グループ内で共有したことをもとにワークシートを作成することで気付いたこと・考えたことなど
・

	第三次
	８
・
９
	3 表現の工夫とその効果などについて、読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を見いだす力。
4 作者について調べることにより、作品をより深く読み味わうとともに、読み深めた内容を班で共有し伝え合い、より伝わるように書き直すことに向けた粘り強い取り組みを行う中で、自らの学習を調整しようとしている。
	１　前時の復習をする。
２　レポートを読み合う。
３　改善点を伝え合う。
４　赤字で改善する。
５　ワークシートを提出する。
６　「第三次振り返り」、「４．振り返り」を記入する。

	《振り返り》※レポートを改善することで気づいたこと・考えたことなど
・



４．振り返り（単元を終えて）
①この単元全体で理解したことや、授業前と比べできるようになったこと、その力を向上させるためには何をどのようにすればいいかなど。
【単元全体で理解したこと・授業前に比べてできるようになったこと】
・
【その力を向上させるために行う具体的な手立て】
・
②この単元で身に付けた資質・能力は日常生活・社会のどのような場面でどのように役立たせることができるか。
【身に付けた資質・能力】
・
【役立つ場面】
・
【その理由（役立つと考える根拠）】
・

５．その他
○担当教員へ伝えたいことや質問、疑問などがありましたらご記入ください。
・
